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はじめに

ここでは、本ガイドについて、および本ガイドで使用される表記規則と関連ドキュメントにつ

いて説明します。

内容は次のとおりです。

•このマニュアルについて（viiページ）
•表記法（viiページ）
•関連資料（viiiページ）
•通信、サービス、およびその他の情報（viiiページ）

このマニュアルについて
このガイドでは、シスコのアクセスポイントの設置手順と、その設定に役立つリソースへのリ

ンクを提供します。また、取り付け手順およびトラブルシューティング情報も含まれていま

す。

Cisco Wireless 9172I Wi-Fi 7アクセスポイントは、このドキュメントではアクセスポイントまた
は APと呼びます。

表記法
このマニュアルでは、注釈、注意、および安全に関する警告に、次の表記法を使用していま

す。注釈と注意には、ユーザが知っておく必要がある重要な情報が記載されています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）

「要注意」の意味です。「注意」には、機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事

項が記述されています。

注意
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誤って行うと負傷する可能性のある操作については、安全上の警告が記載されています。各警

告文に、警告を表す記号が記されています。

警告

関連資料
Cisco Wireless 9172I Wi-Fi 7アクセスポイントのすべてのユーザーマニュアルは、次から入手で
きます。

https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/wireless/catalyst-9100ax-access-points/
wireless-9172-series-access-points-ds.html

アクセスポイントを設定してワイヤレスネットワークに導入する際のガイドラインについて

は、次のドキュメントを参照してください。

Cisco Catalyst 9800 Series Wireless Controller Software Configuration Guide

通信、サービス、およびその他の情報
•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、Cisco Services [英語]にアクセスし
てください。

•サービスリクエストを送信するには、Cisco Support [英語]にアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco DevNet [英語]にアクセスしてください。

•一般的なネットワーク、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、Cisco Press [英
語]にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。

シスコバグ検索ツール

シスコのバグ検索ツール（BST）は、シスコ製品とソフトウェアの障害と脆弱性の包括的なリ
ストを管理するシスコバグ追跡システムへのゲートウェイです。BSTは、製品とソフトウェア
に関する詳細な障害情報を提供します。
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マニュアルに関するフィードバック

シスコの技術マニュアルに関するフィードバックを提供するには、それぞれのオンラインド

キュメントの右側のペインにあるフィードバックフォームを使用してください。
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第 1 章

アクセスポイントについて

• Cisco Wireless 9172I Wi-Fi 7アクセスポイントの概要（1ページ）
• Cisco Wireless 9172I Wi-Fi 7アクセスポイントの機能（1ページ）
• APのモデル番号と規制ドメイン（4ページ）
•アンテナおよび無線機（4ページ）

Cisco Wireless 9172I Wi-Fi 7アクセスポイントの概要
Cisco Wireless 9172I Wi-Fi 7アクセスポイントは、エンタープライズクラスのトライバンド（2.4
GHz、5 GHz、6 GHz）アクセスポイントです。この APは、主要な 802.11beおよび 802.11ax
クライアントとの完全な相互運用性をサポートし、他の APやコントローラとのハイブリッド
導入をサポートします。

この APのハードウェアは、次のプラットフォームでサポートされます。

• Cisco Catalyst Center（旧称：Cisco DNA Center）オンプレミス

• Cisco Catalystスタック

• Merakiクラウドベーススタック

APの機能および仕様をすべて網羅したリストは、次の URLにある Cisco Wireless 9172I Wi-Fi
7アクセスポイントデータシートに記載されています。

Cisco Wireless 9172 Series Access Points Data Sheet [英語]

Cisco Wireless 9172I Wi-Fi 7アクセスポイントの機能
CW9172Iは、高性能の 8無線アーキテクチャを搭載した高度なWi-Fi 7マルチバンドエンター
プライズ屋内アクセスポイントです。3つの異なるWi-Fi周波数帯域（2.4 GHz、5 GHz、6
GHz）に加えて、IoTおよび UWB機能用の追加の無線をサポートします。この APは Cisco
Catalyst 9800シリーズワイヤレスコントローラとシームレスに統合するように設計されてお
り、優れた接続性、拡張されたカバレッジ、および高度な IoT活用のサポートを提供します。
APには、次のハードウェアとサポート機能が含まれています。
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•無線およびワイヤレス機能

•統合型無指向性アンテナを備えた 2.4 GHz、5 GHz、6 GHzの周波数をサポートする
Wi-Fi 7無線。

•このAPは、2.4 GHz（2x2:2）、5 GHz（2x2:2）、6 GHz（2x2:2）、またはデュアルバ
ンドモード 2.4 GHz（2x2:2）、5 GHz（4x4:4）で動作します。

•リアルタイムのネットワークモニタリングと最適化のための専用スキャン/AUX無線。

• Bluetooth Low Energy（BLE）を搭載：ロケーション追跡や経路案内などの IoT活用を
実現します。

•オプションの CW-ACC-GPS1= GPSモジュール用の USBポート

•アップリンクおよびダウンリンク同時接続に対応したマルチユーザーMIMO
（MU-MIMO）。

•効率的なトラフィックスケジューリングとリソース活用のための直交周波数分割多元
接続（OFDMA）。

•空間の再利用（BSSカラーリング）により、複数の基本的なサービスセットを区別し
て伝送効率を向上させることができます。

•ターゲット起動時間（TWT）：バッテリ駆動型デバイスがスリープ状態を維持し、
データ交換のために事前に定義された間隔でのみデバイスを起動させる省エネルギー

モードにより、エネルギー効率を最適化します。

•マルチリンク運用（MLO）：マルチリンクデバイス（MLD）がアソシエーションを
維持し、2.4 GHz、5 GHz、6 GHz帯域を含む複数の周波数帯域で同時にデータを送信
できるようにします。

•プリアンブルパンクチャリング：超高スループット（EHT）ステーションは、不正
APなどの帯域幅の干渉がある場合でも、未使用の 20 MHzサブチャネルの信号を省
略することで物理層プロトコルデータユニット（PPDU）を効率的に送受信できます。

•電源および接続性

•イーサネットポート：100 Mbps、1 Gbps、2.5 Gbpsの速度をサポートします。

• Power over Ethernet（PoE）：802.3at PoEに完全準拠し、デバイスのすべての機能を有
効にします。USBを有効にするには、802.3btクラス 5が必要です。

展開前に、すべてのPoEインジェクタおよびスイッチが、すべて
のアクセスポイント機能を有効にするために必要な電力バジェッ

トを提供していることを確認してください。

（注）

•イーサネットケーブルの要件

• CAT5E以上：推奨される距離は 100 m以下。
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•環境に関する考慮事項：電気パネルやエンジンなどの高干渉源の近くにケーブルを配
線しないでください。ケーブルを設置する際は、現地の建築物および火災の安全規定

に従ってください。

•インテリジェントネットワーク機能

• CleanAir Proテクノロジー：2.4 GHz、5 GHz、6 GHz帯域で高度なスペクトルインテ
リジェンスを提供します。20 MHz～ 320 MHzのチャネル幅で高速スペクトル解析を
サポートします。この技術は干渉源を特定して軽減し、ネットワークパフォーマンス

をリアルタイムで最適化します。

•操作モード

•ローカルモード：これは、中央管理のために CAPWAPトンネルを利用するクライア
ントサービスのデフォルトモードです。このモードは、管理およびデータトラフィッ

クを処理する中央スイッチング機能を提供します。

• FlexConnectモード：ローカルデータの ACスイッチングが可能であるため、コント
ローラの切断中も運用を継続できます。

•モニターモード：侵入検知システム（IDS）、不正AP検出、ロケーションベースサー
ビス（LBS）の専用センサーとして機能します。

•スニファモード：Wiresharkや Airopek NXなどのツールを使用したリモート分析のた
めに、ワイヤレスパケットをキャプチャして転送します。タイムスタンプ、信号強

度、パケットサイズなどのメタデータも対象です。

受信サーバーがコントローラの管理 VLANと同じ VLAN上にあ
ることが条件です。

（注）

•サイトサーベイモード：サイト調査のために RFパラメータを設定できるため、ネッ
トワークの計画と設置が簡素化されます。

• SDA/ファブリックモード：SDAモードは、高度なセグメンテーションとポリシー適
用を実現するためのソフトウェア定義型アクセス（SD-Access）をサポートします。

•外部インターフェイス

• USBポート：柔軟性を高めるために追加のデバイス接続をサポートします。

•コンソールポート：アクセスポイントのコンソールポートを使用して、PCやラップ
トップに接続できます。

•ソフトウェア機能

•インテリジェントキャプチャ：ネットワークを調査して詳細な診断インサイトを提供
し、遅延や干渉を含むパフォーマンス問題のトラブルシューティングを可能にしま

す。
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• Cisco Catalyst Centerのサポート：このサポートと CCS Catalyst Centerの統合により、
ロケーションサービスで CCS Spacesを使用できるようになります。

• iOSデバイスのパフォーマンスを最適化する Apple FastLane。

•高度なセキュリティとネットワークアクセスコントロールを実現する Cisco Identity
Services Engine（ISE）。

•最適化された APローミング：クライアントデバイスが確実にアクセスポイントに接
続できるようにし、カバレッジ範囲内で最速のデータレートを提供します。

APのモデル番号と規制ドメイン
詳細製品 IDAPタイプ

Wi-Fi 7 AP、トライバンド、
802.11be、アンテナ内蔵

CW9172I屋内環境向け（内蔵アンテ

ナ）のアクセスポイント

シスコが新たに提供するWi-Fi 7 APによって APポートフォリオが 1つに統合され、Cisco
Merakiクラウドネイティブネットワークと Catalystオンプレミスコントローラベースの展開
のどちらでも使用できるようになりました。APポートフォリオが 1つに統合されたことで、
ロジスティクスやオペレーションを簡素化するために、製造段階で製品 ID（PID）を 1つにす
ることが重要になります。この APモデルは、単一の PIDでグローバルに使用できるように設
計されています。認可状況および特定の国に対応する規制ドメインを確認するには、

https://www.cisco.com/c/dam/assets/prod/wireless/wireless-compliance-tool/index.html [英語]を参照
してください。規制の認可状況は、取得後も継続的に更新されます。

アンテナおよび無線機
ここでは、APのアンテナと無線に関する詳細を示します。

内部アンテナ

Cisco Wireless 9172I AP（CW9172I）の内部アンテナの仕様は次のとおりです。

•専用の 2.4 GHz無線と 5 GHz無線を備えた 2つのWi-Fiアンテナ

•専用の 5 GHz無線と 6 GHz無線を備えた 2つのWi-Fiアンテナ

•専用の 2.4 GHz、5 GHz、および 6 GHzスキャン無線を備えた 2つのアンテナ

•専用の 2.4 GHz IoT無線を備えた 1つの内部シングルバンドアンテナ

Cisco Wireless 9172IシリーズWi-Fi 7アクセスポイントハードウェア設置ガイド
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動作周波数と有効な等方性放射電力

表 1 :欧州連合（CE）地域の Cisco CW9172I APの値

最大合計 EIRPパワーレベル
（dBm）

周波数帯域無線機

202.412～ 2.472 GHzWi-Fi

235.180～ 5.250 GHz

235.250～ 5.350 GHz

305.470～ 5.725 GHz

13.985.725～ 5.850 GHz

235.945～ 6.425 GHz

9.922400～ 2483.5 MHzBluetooth Low Energy（BLE）

表 2 :英国地域の Cisco CW9172Iの値

最大合計 EIRPパワーレベル
（dBm）

周波数帯域無線機

202.412～ 2.472 GHzWi-Fi

235.180～ 5.250 GHz

235.250～ 5.350 GHz

305.470～ 5.725 GHz

235.725～ 5.850 GHz

245.945～ 6.425 GHz

9.922400～ 2483.5 MHzBluetooth Low Energy（BLE）
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第 2 章

ハードウェアの機能

この章では、のハードウェア機能について説明します。この章は、次の項で構成されていま

す。

•アクセスポイントの図、ポート、およびコネクタ（7ページ）

アクセスポイントの図、ポート、およびコネクタ
Cisco Wireless 9172I Wi-Fi 7アクセスポイントに電力を供給するためのオプションがいくつか用
意されています。APモデルのコネクタとポートについては、AP上のポートおよびコネクタ
（7ページ）を参照してください。

AP上のポートおよびコネクタ
APで利用できるポートは次の図のとおりです。

Cisco Wireless 9172IシリーズWi-Fi 7アクセスポイントハードウェア設置ガイド
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CW9172I正面図

図 1 : CW9172I正面図

Kensingtonロックスロット1

USB 2.0ポート2

ステータス LED

LEDステータスの詳細については、「表 4 : LEDステータスの表示」を参照してくださ
い。

3
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CW9172I上面図

図 2 :コネクタとポートを備えた CW9172Iの上面図

イーサネットポート
0

4APを取り付けブラケットにロックするためのセキュリティ
留め金

1

DC電源ジャック5リセットボタン

リセットボタンの使用方法の詳細については、「リセット

ボタンの使用」のセクションを参照してください。

2

RJ-45コンソールポート

デフォルトのボーレートは 115200です。

3
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第 3 章

アクセスポイントの設置

APの設置には、次の高レベルなタスクが関係します。

•パッケージの開梱（11ページ）
•設置前の確認と設置のガイドライン（15ページ）
•アクセスポイントの取り付け（16ページ）
•アクセスポイントへの電源供給（17ページ）

パッケージの開梱

パッケージの内容

各 APパッケージには次の品目が含まれています。

• CW9172I AP X 1

•取り付けブラケット：AIR-AP-BRACKET-1=

•天井レールクリップ：AIR-AP-T-RAIL-R

アクセスポイントの開梱

手順

ステップ 1 梱包を解いて、アクセスポイントと選択した取り付けアクセサリキットを梱包箱から取り出し
ます。

ステップ 2 梱包材を出荷用の箱に戻し、後で使用する場合に備えて保管しておきます。

ステップ 3 注文品がすべて揃っていることを確認します。欠品または損傷品が見つかった場合は、製品の
購入代理店まで問い合わせてください。

Cisco Wireless 9172IシリーズWi-Fi 7アクセスポイントハードウェア設置ガイド
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注文可能なシスコ製アクセサリ

次のアクセサリをシスコから別途注文できます。

• APを取り付けるための AP取り付けブラケット

説明取り付けブラケット

電気またはネットワークボックス用、天井マウントの

上

AIR-AP-BRACKET-2=

同一面型天井グリッドクリップAIR-AP-T-RAIL-F=

TレールチャネルアダプタAIR-CHNL-ADAPTER=

•パワーインジェクタ（Power over Ethernet（PoE）が使用できない場合）

説明電源モジュール

1

電源仕様：30W、55VDC

詳細については、パワーインジェクタのデータシート

を参照してください。

AIR-PWRINJ6=

Meraki 802.3bt PoEインジェクタ

電源仕様：60W、55VDC

詳細については、パワーインジェクタのデータシート

を参照してください。

MA-INJ-6-x

AC電源アダプタ

詳細については、パワーインジェクタのデータシート

を参照してください。

MA-PWR-50WAC

10Gbps mGig PoEインジェクタ

詳細については、パワーインジェクタのデータシート

を参照してください。

CW-INJ-8

1 802.3afを使用すると、システム機能は無効になります。

PoEが使用できない場合は、802.3atパワーインジェクタが使用されます。

設置前の設定

次の手順は、APの設置と初期操作が正常に行われるようにするためのプロセスを説明するも
のです。

Cisco Wireless 9172IシリーズWi-Fi 7アクセスポイントハードウェア設置ガイド
12

アクセスポイントの設置

注文可能なシスコ製アクセサリ

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/access_point/power/guide/air_pwrinj6.html
https://documentation.meraki.com/MR/MR_Overview_and_Specifications/MA-INJ-6_Meraki_Multigigabit_802.3bt_Power_over_Ethernet_Injector
https://documentation.meraki.com/MR/MR_Overview_and_Specifications/MA-INJ-6_Meraki_Multigigabit_802.3bt_Power_over_Ethernet_Injector
https://documentation.meraki.com/MR/MR_Overview_and_Specifications/MA-INJ-6_Meraki_Multigigabit_802.3bt_Power_over_Ethernet_Injector


設置前の設定は、オプションの手順です。ネットワークコントローラが適切に設定されている

場合は、APを最終位置に取り付けて、そこからネットワークに接続することができます。詳
細については、ワイヤレスネットワークへのアクセスポイントの展開（20ページ）を参照し
てください。

（注）

次の図に、設置前の設定を示します。

次の操作を行ってください。

始める前に

シスコのコントローラがネットワークに接続されていることを確認します。該当するリリース

の『Cisco Catalyst 9800 Series Wireless Controller Software Configuration Guide』に記載されている
CLIまたは GUIの手順を使用します。

• AP、シスココントローラ管理、およびAPマネージャインターフェイス間のレイヤ 3接続
を有効にします。

• APが接続するスイッチを設定します。詳細については、ご使用のリリースの『Cisco
Wireless Controller Configuration Guide』を参照してください。

•ネットワーク上でDHCPが有効であることを確認します。APは、DHCPを介して IPアド
レスを取得する必要があります。

APは、デフォルトルータ（ゲートウェイ）が DHCPサーバー上
に設定されており（APが自身のゲートウェイ IPアドレスを受け
取れるようにする）、ゲートウェイARPが解決される場合のみ、
DHCPサーバーから IPアドレスが割り当てられます。

（注）

• CAPWAP UDPポートがネットワーク内でブロックされないようにします。
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• APは、コントローラの IPアドレスを検出できる必要があります。これには、DHCP、
DNS、または IPサブネットブロードキャストを使用します。このガイドでは、コントロー
ラの IPアドレスを提供する DHCP方式について説明します。その他の方式については、
製品マニュアルを参照してください。詳細については、DHCPオプション 43の設定（26
ページ）も参照してください。

手順

ステップ 1 サポートされている電源を使用して APに電力を供給します。

アクセスポイントへの電源供給（17ページ）を参照してください。

• APはクラウド接続を確認し、Cisco Merakiダッシュボードへの接続を試みます。

• APがクラウド接続を見つけられない場合、APは高速オフライン移行を使用して Cisco
Catalyst 9800コントローラを探します。APでは、移行のために DHCP、DNS、および L2
検出メカニズムが使用されます。詳細については、「Global Use Access Points」[英語]を参
照してください。

（注）

APがコントローラに接続しようとする際、サブネットからクラウド接続してはいけませ
ん。APが Cisco Merakiダッシュボードに追加されると、後でコントローラに移行できま
す。

APがコントローラを検出すると、ファームウェアイメージのダウンロードを実行して再起動
します。

ステップ 2 設置前の設定に成功すると、ステータスLEDが緑色になり、通常の動作を示します。APを接
続解除して、ワイヤレスネットワーク上の配置予定場所に取り付けます。

ステップ 3 APが通常の動作を示さない場合、電源を切り、設置前の設定を繰り返します。

（注）

レイヤ 3アクセスポイントをCatalyst 9800コントローラとは別のサブネットに設置する場合、
次のセットアップが構成されていることを確認してください。

• APをインストールするサブネットから DHCPサーバーに到達できること。

•コントローラに戻るルートがサブネットにあること。

•このルートで、CAPWAP通信用の宛先 UDPポート 5246および 5247が開かれているこ
と。

•第 1、第 2、および第 3のコントローラに戻るルートで、IPパケットのフラグメントが許
可されていること。
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•アドレス移動を使用する場合、アクセスポイントおよびコントローラに、外部アドレスへ
の静的な 1対 1の NATがあること。ポートアドレス変換はサポートされていません。

設置前の確認と設置のガイドライン
アクセスポイントを取り付けて導入する前に、サイトの調査を行って（またはサイト計画ツー

ルを使用して）アクセスポイントを設置する最適な場所を判断することを推奨します。

ご使用のワイヤレスネットワークについて次の情報を知っておく必要があります。

•アクセスポイントの場所

•アクセスポイント取り付けオプション：

•吊り天井の下面

•水平な平面の上

•デスクの上

吊り天井の上面にアクセスポイントを取り付けることもできますが、取り付け用部品を追加購

入する必要があります。詳細については、アクセスポイントの取り付け（16ページ）を参照
してください。

（注）

•アクセスポイントの電源オプション：次のオプションのいずれかを使用して APに給電で
きます。

•シスコ認定パワーインジェクタ

•サポートされているスイッチを備えた PoE

•シスコ認定 AC電源アダプタ

• Underwriter Laboratories（UL）承認と掲載されている電源ア
ダプタは、次の最小仕様を満たす必要があります。定格出力

42.5～ 57 Vdc、最小 0.81～ 1.08A、最低 50℃ の TMA、高度
は 3048m以上。

• 802.3afを使用すると、すべての無線がオフになります。イー
サネットは 1 GbEにダウングレードされます。Wi-Fiクライ
アント無線と IoT無線がオフになっています。

（注）

Cisco Wireless 9172IシリーズWi-Fi 7アクセスポイントハードウェア設置ガイド
15

アクセスポイントの設置

設置前の確認と設置のガイドライン



•動作温度：

• CW9172I：0～ 50 °C（32～ 122 °F）

•周囲温度が 40〜 50°C（104〜 122°F）を超える環境に APを
設置すると、アクセスポイントの構成が変更されます。

• 2/5/6, 802.3at：2.4 GHz + 5 GHz + 6 GHzで 1x1:1、または 2.4
GHz（1x1:1）+ 5 GHz（2x2:2）に無線が調整されます。イー
サネットポートのリンクは 1 Gbpsのままで、USBは無効の
ままです。

（注）

APが PoE+または 802.atパワーインジェクタによって給電されて
いる場合、その APは温度が 40°C（104°F）に達するまで、すべ
ての機能が有効な状態で動作できます。

（注）

•コンソールポートを使用したコンソールへのアクセス

長さ 1メートル以下のコンソールケーブルを使用することをお勧めします。

終端されていないコンソールケーブル（デバイスまたは端末に接

続されていない）、または長さが 1メートルを超えるコンソール
ケーブルを使用すると、起動中に APで問題が発生する可能性が
あります。

（注）

アクセスポイントの場所を示すサイトマップを作成し、各場所のデバイスのMACアドレスを
記録して、その記録をワイヤレスネットワークを計画または管理している担当者に渡すことが

できるようにすることを推奨します。

アクセスポイントの取り付け
Cisco Wireless 9172I Wi-Fi 7アクセスポイントは、次の場所に取り付けることができます。

•吊り天井

•硬い天井

•壁面

•電気ボックスまたはネットワークボックス

•吊り天井上面

Cisco Wireless 9172IシリーズWi-Fi 7アクセスポイントハードウェア設置ガイド
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APの取り付けに関する詳細な手順については、次のサイトでアクセスポイントの取り付け手
順に関するドキュメントを参照してください。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/access_point/mounting/guide/apmount.html

次の表に、APでサポートされている標準取り付け部品を示します。

表 3 : APを取り付けるためのブラケットとクリップ

説明部品番号取り付けタイプ

ロープロファイルブラケット：天井取り付けに

使用（これはデフォルトのオプションです）

AIR-AP-BRACKET-1ブラケット234

ユニバーサルブラケット：壁面または電気ボッ

クスへの設置に使用

AIR-AP-BRACKET-2

天井グリッドクリップ（埋め込み型）（これは

デフォルトのオプションです）

AIR-AP-T-RAIL-Rクリップ

天井グリッドクリップ（同一面型）AIR-AP-T-RAIL-F

チャネルレール天井グリッドプロファイル用追

加アダプタ

AIR-CHNL-ADAPTER

2
ネジ穴を 4つ以上使用して APを取り付けてください。

3 AIR-AP-BRACKET-3は、Cisco CW9172Iアクセスポイントとの互換性がありません。
4
サードパーティ製の「タイル内」取り付けオプションを使用することもできます。詳細

については、アクセスポイントのデータシートを参照してください。

取り付けブラケットからはずれる可能性がある場所に APを取り付けるときは、APの背面の
ロックの掛け金を使用して、ブラケットにロックします。

アクセスポイントへの電源供給

Underwriters' Laboratories（UL）準拠の PoE電源を使用してAPに給電されていることを確認し
てください。ユニットは、外部プラントにルーティングせずにPoEネットワークにのみ接続す
る必要があります。

注意

実際の消費電力は、アクセスポイントの使用状況によって異なる場合があります。適切な電力

ネゴシエーションができるように、Link Layer Discovery Protocol（LLDP）/Cisco Discovery
Protocolが有効になっていることを確認することを推奨します。

（注）
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PoE最大電力
消費

USBリンク速度6 GHz無線5 GHz無線2.4 GHz無線電源

30.5Wあり2.5 Gbps2 X 22 X 22 X 2802.3bt（ク
ラス 5）
（UPOE）

25.5Wなし2.5 Gbps2 X 22 X 22 X 2802.3at
（PoE+）

12.95 Wなし1 Gbps--1 x 1802.3af
（PoE）

Cisco Wireless 9172IシリーズWi-Fi 7アクセスポイントハードウェア設置ガイド
18

アクセスポイントの設置

アクセスポイントへの電源供給



第 4 章

アクセスポイントの設定と配置

ここでは、APで最初のディスカバリが正常に完了した後の Day-1の後続検出プロセスについ
て説明します。APを設定する方法の詳細については、該当するリリースの『Cisco Wireless
Controller Configuration Guide』を参照してください。

•初期状態のAPをCisco MerakiダッシュボードまたはCisco Catalyst 9800コントローラに設
定する方法については、『Cisco Wireless Global Use AP Deployment Guide』[英語]を参照し
てください。

•組織のポリシーで許可されていない場合、APはコントローラに接続しようとする際に高
速オフライン移行技術を使用します。

（注）

•コントローラ検出プロセス（19ページ）
•ワイヤレスネットワークへのアクセスポイントの展開（20ページ）
•アクセスポイントの LEDの確認（21ページ）

コントローラ検出プロセス
CW9172I APをサポートするには、コントローラで Cisco IOS XE 17.15.2b以降のリリースが実
行されている必要があります。詳細については、『Cisco Catalyst 9172 Series Access Points Data
Sheet』[英語]を参照してください。

注意事項と制約事項

•アクセスポイントの名前にスペースが含まれていると、コントローラのCLIを使用してア
クセスポイントを編集したり、アクセスポイントにクエリを送信したりすることができま

せん。

•コントローラが現在の時刻に設定されていることを確認してください。コントローラをす
でに経過した時刻に設定すると、その時刻には証明書が無効である可能性があり、アクセ

スポイントがコントローラに joinできない場合があります。
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APがネットワークでアクティブになるには、APがコントローラを検出する必要があります。
APでは、次のコントローラディスカバリプロセスがサポートされています。

•ローカルに保存されたコントローラ IPアドレスの検出：アクセスポイントが以前にコン
トローラに接続していた場合、第 1、第 2、第 3のコントローラの IPアドレスがアクセス
ポイントの不揮発性メモリに保存されています。今後の展開用にアクセスポイントにコン

トローラの IPアドレスを保存するこのプロセスは、「アクセスポイントのプライミング」
と呼ばれます。プライミングの詳細については、設置前の設定（12ページ）を参照して
ください。

• DHCPサーバーの検出：この機能では、DHCPオプション 43を使用してアクセスポイン
トにコントローラの IPアドレスを割り当てます。Ciscoスイッチでは、通常この機能に使
用される DHCPサーバオプションをサポートしています。DHCPオプション 43の詳細に
ついては、DHCPオプション 43の設定（26ページ）を参照してください。

• DNSの検出：アクセスポイントでは、ドメインネームサーバー（DNS）を介してコント
ローラを検出できます。アクセスポイントでこれを実行するには、

CISCO-CAPWAP-CONTROLLER.localdomainへの応答としてコントローラの IPアドレスを
返すよう、DNSを設定する必要があります。ここで、localdomainはアクセスポイントド
メイン名です。CISCO-CAPWAP-CONTROLLERを設定することにより、お客様の既存の
環境で下位互換性が実現します。アクセスポイントは、DHCPサーバから IPアドレスと
DNSの情報を受信すると、DNSに接続して CISCO-CAPWAP-CONTROLLER.localdomain
を解決します。DNSからコントローラの IPアドレスのリストを受信すると、アクセスポ
イントはそれらのコントローラに検出要求を送信します。

ワイヤレスネットワークへのアクセスポイントの展開
アクセスポイントを取り付けた後、次の手順に従ってアクセスポイントをワイヤレスネット

ワークに展開します。

手順

ステップ 1 アクセスポイントを接続し、電源を入れます。

ステップ 2 アクセスポイントの LEDを確認します。

LEDのステータスについては、アクセスポイントの LEDの確認（21ページ）を参照してく
ださい。

•アクセスポイントの電源を入れると、電源投入シーケンスが開始されたことをアクセス
ポイントの LEDで確認できます。電源投入シーケンスに成功すると、検出および接続プ
ロセスが開始されます。このプロセスの間、LEDは緑色、赤色、オフの順序で点滅しま
す。アクセスポイントがコントローラに接続したときに、クライアントが関連付けられて

いない場合はLEDが緑色になり、1つ以上のクライアントが関連付けられている場合は青
色になります。
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• LEDが点灯していない場合は、おそらくアクセスポイントに電力が供給されていません。

• LEDが 5分以上順次点滅している場合、アクセスポイントは第 1、第 2、および第 3のコ
ントローラを検出できていません。アクセスポイントとシスコワイヤレスコントローラ

の接続をチェックし、アクセスポイントとシスコワイヤレスコントローラがいずれも同

じサブネット上にあること、または、アクセスポイントに第 1、第 2、および第 3のシス
コワイヤレスコントローラに戻るルートが存在することを確認します。また、アクセス

ポイントがシスコワイヤレスコントローラと同じサブネット上にない場合、適切に設定

されたDHCPサーバーがアクセスポイントと同じサブネット上にあることを確認します。

アクセスポイントの LEDの確認
アクセスポイントのステータス LEDの位置を、AP上のポートおよびコネクタ（7ページ）
に示します。

• LEDステータスの色は、装置ごとに色の強さおよび色彩が若干異なります。これは、LED
メーカーの仕様の正常な範囲内であり、障害ではありません。ただし、LEDの強さはコン
トローラから変更できます。

• APがMeraki管理モードの場合、LEDステータスインジケータで示される内容がCisco AP
とは異なります。詳細については、*** Cisco Meraki CW9172I設置ガイドリンク（未完）
***を参照してください。

（注）

アクセスポイントのステータス LEDはさまざまな状態を示します。次の表で詳細を説明しま
す。

表 4 : LEDステータスの表示

メッセージの意味LEDの状態メッセージタイプ

通常の動作状態（ワイヤレス

クライアントのアソシエー

ションなし）

緑色アソシエーションの状態

通常の動作状態（少なくとも

1つのワイヤレスクライアント
のアソシエーションあり）

青色

ブートローダを実行中緑色ブートローダの状態
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メッセージの意味LEDの状態メッセージタイプ

ブートローダの署名検証が失

敗

緑色に点滅ブートローダエラー

ソフトウェアのアップグレー

ド中

青色に点滅動作状態

検出または接続プロセスが進

行中

緑色と赤色に交互に変わる

一般的な警告。インライン電

力不足

赤色、オフ、緑色、オフ、青

色、オフに順に切り替わる

アクセスポイントのオペレー

ティングシステムエラー

リンク速度が 10 Mb、100 Mb
であるか、切断されている

オフ右上のイーサネット LED

リンク速度が 1000 Mb橙

リンク速度が 2.5 Gb、5 Gb、
または 10 Gb

グリーン

受信信号または送信信号のア

クティビティインジケータ

緑色に点滅左上のイーサネット LED
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第 5 章

トラブルシューティング

•リセットボタンの使用（23ページ）
• Ciscoコントローラへのアクセスポイント接続プロセスのトラブルシューティング（24
ページ）

•コントローラベースの展開に関する重要な情報（25ページ）
• DHCPオプション 43の設定（26ページ）

リセットボタンの使用
リセットボタン（図 2 :コネクタとポートを備えた CW9172Iの上面図（9ページ）を参照）
を使用して、APを工場出荷時のデフォルトにリセットできます。

APを工場出荷時のデフォルト設定にリセットするには、次の手順を実行します。

1. 電源から APを外します。

2. リセットボタンを押し続けます。

3. APの電源をオンにします。

次の表に示す要件に対応する時間、リセットボタンを押し続けます。

Cisco Merakiモードでは緑色に点滅し、Catalystモードでは青色に点滅します。0〜 5
秒

APで設定が消去されます。LEDが白色に点灯します。10秒超

APは完全にリセットされますが、管理モードは維持されます。LEDはオレンジ
色に点灯します。

20秒超

Catalystモードでのみ FIPSがリセットされます。LEDが赤色に点灯します。30秒超

LEDがピンク色に点灯します。これは工場出荷時の状態にリセットされたこと
を示します。

60秒超

リセットプロセスを中止します。90秒超
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Ciscoコントローラへのアクセスポイント接続プロセスの
トラブルシューティング

Cisco CW9172I APをサポートするには、『Cisco Wireless Solutions Software Compatibility Matrix』
に記載されているように、コントローラで Cisco IOS XE 17.15.2b以降のリリースが実行されて
いることを確認します。

（注）

アクセスポイントがコントローラへの接続を失敗する理由として、RADIUSの認可が保留の場
合、コントローラで自己署名証明書が有効になっていない場合、アクセスポイントとコント

ローラ間の規制ドメインが一致しない場合など、多くの原因が考えられます。

コントローラソフトウェアの利用により、CAPWAP関連のすべてのエラーを syslogサーバに
送信するようにアクセスポイントを設定できます。CAPWAPのすべてのエラーメッセージを
syslogサーバー自体から確認できます。

CW9172Iが Cisco Meraki管理モデルの場合は、Cisco 9800ワイヤレスコントローラモデルへ
の接続は試行されません。

アクセスポイントの状態はコントローラで追跡されません。したがって、特定のアクセスポイ

ントからの検出要求が拒否された理由を判断することは難しい場合があります。このような参

加の問題をトラブルシューティングするには、Cisco Catalyst 9800ワイヤレスコントローラで
traceコマンドを実行することを推奨します。

コントローラは、CAPWAP discovery requestを送信してきた各アクセスポイントについて、join
関連のすべての情報を収集します。収集は、アクセスポイントから最初に受信した discovery
メッセージから始まり、コントローラからアクセスポイントに送信された最後の設定ペイロー

ドで終わります。

コントローラが最大数のアクセスポイントの join関連情報を維持している場合、それ以上の
アクセスポイントの情報は収集されません。

デフォルトでは、1つのアクセスポイントからすべての syslogメッセージが IPアドレス
255.255.255.255に送信されます。

DHCPサーバーで syslogサーバーの IPアドレスをアクセスポイントに返すように設定するこ
ともできます。サーバーでオプション7を使用します。それにより、アクセスポイントではす
べての syslogメッセージがこの IPアドレスへ送信されるようになります。

アクセスポイントが最初にコントローラに接続される際に、コントローラはグローバルな

syslogサーバの IPアドレス（デフォルトは 255.255.255.255）をアクセスポイントに送信しま
す。

APは、IPアドレスが次の設定によって上書きされるまで、すべての syslogメッセージをこの
IPアドレスに送信します。
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•アクセスポイントは同じコントローラに接続されたままで、コントローラ上のグローバル
syslogサーバーの IPアドレスの設定が syslog host syslog-ip-addressコマンドを使用して変
更された。この場合、コントローラは新しいグローバル syslogサーバの IPアドレスをア
クセスポイントに送信します。

グローバル syslogサーバーの IPアドレスを設定するには、次のコマンドを実行します。

1. configure terminal

2. ap profile ap-profile-name

3. syslog host syslog-ip-address

4. exit

•アクセスポイントはコントローラから接続を切断されており、別のコントローラに接続さ
れている。この場合、新しいコントローラはそのグローバル syslogサーバの IPアドレス
をアクセスポイントに送信します。

•新しい syslogサーバの IPアドレスが既存の syslogサーバの IPアドレスを上書きするたび
に、古いアドレスは固定記憶域から消去され、新しいアドレスがそこに保存される。アク

セスポイントはその syslogサーバーの IPアドレスに到達できれば、すべての syslogメッ
セージを新しい IPアドレスに送信するようになります。

アクセスポイントの syslogサーバを設定して、アクセスポイントの接続情報をコントローラ
の CLI以外では表示しないようにできます。

（注）

コントローラベースの展開に関する重要な情報
Cisco CW9172I APを使用する際は、次のガイドラインに留意してください。

• APは、無線ドメインサービス（WDS）をサポートしていないので、WDSデバイスとは通
信できません。ただし、APがコントローラに接続されると、コントローラがWDSに相当
する機能を果たします。

• CAPWAPはレイヤ 2をサポートしていません。この APでは、レイヤ 3、DHCP、DNS、
または IPサブネットのブロードキャストを使用して IPアドレスを取得し、コントローラ
を検出する必要があります。

• APのコンソールポートは、モニタリングおよびデバッグ用に有効になっています。

デフォルトのバンドレートは 115200です。（注）

• APがコントローラに接続されると、すべてのコンフィギュレーションコマンドが無効に
なります。
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DHCPオプション 43の設定
DHCPオプション 43を使用すると、コントローラの IPアドレスのリストがアクセスポイント
に提供されるため、アクセスポイントがコントローラを検出し、コントローラに接続できるよ

うになります。

以下に、Windows 2003エンタープライズ DHCPサーバーを Cisco Catalyst Lightweightアクセス
ポイントと共に使用できるようにするための DHCPオプション 43の設定例を示します。その
他の DHCPサーバーの実装に関する DHCPオプション 43の設定については、製品マニュアル
を参照してください。オプション 43では、コントローラ管理インターフェイスの IPアドレス
を使用する必要があります。

DHCPオプション 43では、1つの DHCPプールを 1種類のアクセスポイントだけに割り当て
ることができます。アクセスポイントの種類別に、異なる DHCPプールを設定する必要があ
ります。

（注）

Cisco CW9172Iアクセスポイントでは、DHCPオプション 43に Type-Length-Value（TLV）形式
を使用します。DHCPサーバは、アクセスポイントの DHCP Vendor Class Identifier（VCI;ベン
ダークラス ID）文字列（DHCPオプション 43）に基づいてオプションを返すようにプログラ
ミングされている必要があります。Cisco CW9172IアクセスポイントのVCI文字列は次のとお
りです。

Cisco AP CW9172I

TLVブロックの形式を以下に示します。

•型：0xf1（十進数では 241）

•長さ：コントローラの IPアドレス数 X 4

•値：16進数で順番にリストされているワイヤレスコントローラ管理インターフェイスの
IPアドレス。

組み込みのCisco IOS DHCPサーバーにDHCPオプション 43を設定する手順は、次のとおりで
す。

この手順では、最初の検出プロセスを完了したAPの設定プロセスについて説明します。Day-0
ワークフローの詳細については、「Global Use Access Points」[英語]を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 コンフィギュレーションモードを開始します。
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ステップ 2 デフォルトのルータやネームサーバーなどの必要なパラメータを指定して、DHCPプールを作
成します。DHCPスコープの例を次に示します。

ip dhcp pool <pool name>
network <IP Network> <Netmask>
default-router <Default router>
dns-server <DNS Server>

ここで、各変数は次のように定義されます。

<pool name>は DHCPプールの名前です（CW9172Iなど）。

<IP Network>はコントローラがあるネットワーク IPアドレスです（10.0.15.1など）。

<Netmask>はサブネットマスクです（255.255.255.0など）。

<Default router>はデフォルトルータの IPアドレスです（10.0.0.1など）。

<DNS Server>は DNSサーバーの IPアドレスです（10.0.10.2など）。

ステップ 3 次の構文に従って、オプション 43の行を追加します。

option 43 hex <hex string>

hex stringは、次の TLV値を組み合わせて指定します。

型 +長さ +値

たとえば、管理インターフェイスの IPアドレスが 10.126.126.2と 10.127.127.2の 2つのコント
ローラがある場合、タイプは f1（16進数）、長さは 2 X 4 = 8 = 08（16進数）であり、IPアド
レスは 0a7e7e02と 0a7f7f02に変換されます。文字列を組み合わせると f1080a7e7e020a7f7f02に
なります。DHCPスコープに追加される Cisco IOSのコマンドは、option 43 hex
f1080a7e7e020a7f7f02となります。
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第 6 章

安全に関するガイドラインおよび警告

•安全上の注意事項（29ページ）

安全上の注意事項
次の安全についての警告の翻訳は、ご使用の APに付属の、安全についての警告の翻訳済みマ
ニュアルに含まれています。この翻訳された警告は、Cisco.comから入手できる『Translated
Safety Warnings for Cisco Catalyst Access Points』でも確認できます。

ステートメント 1071 -警告の定義

安全上の重要な注意事項

装置の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意

してください。使用、設置、電源への接続を行う前にインストール手順を読んでください。各

警告の冒頭に記載されているステートメント番号を基に、装置の安全についての警告を参照し

てください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

ステートメント 1005—回路ブレーカー

この製品は、設置する建物にショート（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。感電または火災のリスクを軽減するため、保護対象の装置は20Aの定格を超えな
いようにします。

警告
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ステートメント 1074 -地域および国の電気規則への適合

感電または火災のリスクを軽減するため、機器は地域および国の電気規則に従って設置する必

要があります。

警告
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第 7 章

適合宣言および規制に関する情報

このセクションには、の適合宣言と規則情報が記載されています。https://www.cisco.com/c/dam/
assets/prod/wireless/wireless-compliance-tool/index.htmlで詳細情報を参照できます。

•製造業者による連邦通信委員会への適合宣言（31ページ）
• VCCIに関する警告（日本）（32ページ）
•カナダのコンプライアンスステートメント（34ページ）
•欧州共同体、スイス、ノルウェー、アイスランド、およびリヒテンシュタインのコンプラ
イアンス（35ページ）

•英国のコンプライアンス（36ページ）
•台湾における Cisco Catalystアクセスポイントに関する行政規定（36ページ）
•ブラジルにおける Cisco Catalystアクセスポイントの使用（37ページ）
• RF被曝に関する適合宣言（37ページ）
•適合宣言（40ページ）

製造業者による連邦通信委員会への適合宣言

認証番号アクセスポイントモ

デル

UDX-600214010CW9172I

製造業者：

Cisco Systems, Inc. 170 West Tasman Drive San Jose, CA 95134-1706 USA

このデバイスは、Part 15の規定に適合しており、動作は次の条件を前提としています。

1. 本機器から有害な干渉が発生することはありません。
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2. このデバイスは、予想外の動作を引き起こす可能性のある干渉も含め、すべての干渉を受
け入れなければなりません。

3. この装置は屋内でのみ使用できます。屋外での使用は 47 U.S.C. 301に違反しており、重大
な法的罰金の対象となる可能性があります。

本機器はテスト済みであり、FCCルール Part 15に基づくクラス Bデジタルデバイスの制限に
準拠していることが確認済みです。これらの制限は、住宅地で使用したときに、干渉を防止す

る適切な保護を規定しています。この装置は、無線周波エネルギーを生成、使用、または放射

する可能性があり、指示に従って設置および使用しなかった場合、ラジオおよびテレビの受信

障害が起こることがあります。ただし、特定の設置条件において干渉が起きないことを保証す

るものではありません。本機器がラジオまたはテレビ受信に干渉する場合は（機器の電源をオ

ン/オフすると分かります）、次の方法で干渉が起きないようにしてください。

•受信アンテナの方向または場所を変更する。

•機器と受信装置の距離を広げる。

•受信装置が接続されている回路とは別の回路のコンセントに機器を接続する。

•販売店またはラジオやテレビの専門技術者に問い合わせる。

•専門家による取り付けを推奨。

本機器に対し、コンプライアンスに責任を負う関係者によって明示的に承認されていない変更

または修正を加えると、ユーザーは本機器を使用する権利を失うことがあります。本機器は、

FCCルール Part 15に準拠しています。次の 2つの条件に従って動作するものとします。（1）
本デバイスが有害な干渉を発生することはありません。また、（2）本デバイスは、望ましく
ない動作を引き起こす可能性のある干渉を含む、すべての干渉を受け入れなければなりませ

ん。このデバイスとアンテナは、他のアンテナまたはトランスミッタと同じ場所に設置した

り、同時に操作したりすることはできません。米国/カナダ市場で販売されている製品は、チャ
ネル 1～ 11のみが操作可能です。他のチャンネルの選択はできません。FCC規制により、こ
のデバイスの操作は屋内での使用のみに限定されています。このデバイスの操作は、石油プ

ラットフォーム、車、列車、船舶、および航空機では禁止されています。ただし、このデバイ

スの操作は、10,000フィート以上を飛行する大型航空機で許可されています。無人航空機シス
テムの制御または無人航空機システムとの通信のために5.925～7.125 GHz帯域でトランスミッ
タを操作することは禁止されています。

注意

VCCIに関する警告（日本）
警告

This is a Class B product based on the standard of the Voluntary Control Council
for Interference from Information Technology Equipment (VCCI). If this is used
near a radio or television receiver in a domestic environment, it may cause radio
interference. Install and use the equipment according to the instruction manual.

警告
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警告

Access Point Models:

CW9172I

Cisco Catalystアクセスポイントの使用に関するガイドライン（日本の
場合）

このセクションでは、日本で Cisco Catalystアクセスポイントを使用する際に干渉を回避する
ためのガイドラインを示します。このガイドラインは、日本語と英語で提供されています。

この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほかエ場の製造ライ

ン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）及び特定小電力無線

局（免許を要しない無線局）が運用されています。

1. この機器を使用する前に、近くで移動体臓別用の構内無線局及び特定小電力無線局が運用
されていないことを確認して下さい。

2. 万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合に
は、速やかに使用周波数を変更するか又は電波の発射を停止した上、下記連絡先にご連絡

頂き、混信回避のための処置等（例えぱ、パーティションの設置など｝Iこついてご相談し
て下さい。

3. その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局に対して電波干渉の事例が発生し
た場合など何かお困りのことが起きたときは、次の連絡先へお問い合わせ下さい。

連絡先：03-6434-6500

English Translation

This equipment operates in the same frequency bandwidth as industrial, scientific, and medical devices
such as microwave ovens and mobile object identification (RF-ID) systems (licensed premises radio
stations and unlicensed specified low-power radio stations) used in factory production lines.

1. Before using this equipment, make sure that no premises radio stations or specified low-power radio
stations of RF-ID are used in the vicinity.

2. If this equipment causes RF interference to a premises radio station of RF-ID, promptly change the
frequency or stop using the device; contact the number below and ask for recommendations on avoiding
radio interference, such as setting partitions.

3. If this equipment causes RF interference to a specified low-power radio station of RF-ID, contact the
number below.

Contact Number: 03-6434-6500
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カナダのコンプライアンスステートメント
このデバイスには、イノベーション・科学経済開発省（カナダ）のライセンス免除 RSSに準
拠したライセンス免除トランスミッタ/レシーバが含まれています。動作は次の 2つの条件を
前提としています。

•本機器によって、有害な干渉が発生することはない。

•本機器は、予想外の動作を引き起こす可能性のある干渉も含め、すべての干渉を受け入れ
なければならない。

L’émetteur/récepteur exempt de licence contenu dans le présent appareil est conforme aux CNR
d’Innovation, Sciences et Développement économique Canada applicables aux appareils radio exempts
de licence. L’exploitation est autorisée aux deux conditions suivantes :

• L’appareil ne doit pas produire de brouillage.

• L’appareil doit accepter tout brouillage radioélectrique subi, même si le brouillage est susceptible
d’en compromettre le fonctionnement.

Wi-Fi 7デバイス

•屋内での使用に限定されています。

•デバイスは、無人航空機システムの制御または無人航空機システムとの通信に使用しては
なりません。

•石油プラットフォーム、自動車、列車、船舶、および航空機（10,000フィート（3,048 m）
以上を飛行する大型航空機は除く）での使用は禁止されています。

appareil Wi-Fi 7

• Utilisation limitée à l’intérieur seulement.

• Les appareils ne doivent pas être utilisés pour contrôler ou communiquer avec des systèmes d'aéronefs
sans pilote.

• L'exploitation sur les plates-formes pétrolières, les automobiles, les trains, les navires maritimes et
les aéronefs est interdite, sauf sur les gros aéronefs volant au-dessus de 3,048 m (10,000 pi).

5150～ 5250 MHzの帯域で動作するデバイスは、共通チャネルのモバイル衛星システムへの有
害な電波干渉が発生する可能性を減らすため、屋内でのみ使用するようにしてください。

Les dispositifs fonctionnant dans la bande 5150-5250 MHz sont réservés uniquement pour une utilisation
à l’intérieur afin de réduire les risques de brouillage préjudiciable aux systèmes de satellites mobiles
utilisant les mêmes canaux.

トランスミッタモジュールは、他のトランスミッタまたはアンテナと同じ場所に配置すること

はできません。

Le module émetteur peut ne pas être coïmplanté avec un autre émetteur ou antenne.
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米国/カナダ市場で販売されている製品は、チャネル 1～ 11のみが操作可能です。他のチャン
ネルの選択はできません。

Pour les produits disponibles aux États-Unis / Canada du marché、seul le canal 1 à 11 peuvent être
exploreés。Sélection d'autres canaux n'est pas possible.

カナダ産業省

Access Point Models:

CW9172I

認証番号アクセスポイントの

モデル

6961A-600214010CW9172I

欧州共同体、スイス、ノルウェー、アイスランド、およ

びリヒテンシュタインのコンプライアンス
製品には、CEマークが貼付されています。

このデバイスは、5150 MHz～ 5350 MHz、5945 MHzおよび 6425 MHzの周波数範囲で動作す
る場合にのみ、屋内での使用に制限されます。

本機器は、制御されていない環境に対して規定された EU被曝制限に準拠しています。本機器
は、放射物と人体の間を最低でも 20 cm離した状態で設置および使用してください。

本装置は、EUおよび EFTA各国で使用することを目的としています。屋外での使用は、一定
の周波数に制限されたり、また使用にあたっては資格が必要となる場合があります。詳細は、

Cisco Corporate Complianceにお問い合わせください。

（注）

Access Point Models:

CW9172I

製造業者：

Cisco Systems, Inc. 125 West Tasman Drive San Jose, CA 95134-1706 USA
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英国のコンプライアンス
このデバイスは、5150 MHz～ 5350 MHzおよび 5945 MHz～ 6425 MHzの周波数範囲の屋内で
の使用にのみ制限されます。本機器は、放射物と人体の間を最低でも 20 cm離した状態で設置
および使用してください。

Access Point Models:

CW9172I

製造業者：

Cisco Systems, Inc. 125 West Tasman Drive San Jose, CA 95134-1706 USA

台湾におけるCisco Catalystアクセスポイントに関する行
政規定

この項では、台湾における Cisco Catalystアクセスポイントの使用に関する行政規定を示しま
す。この規定は、中国語（繁体字）と英語で提供されています。

中国語（繁体字）

【本�品符合低功率電波輻射性電機管理辦法】取得審驗證明之低功率射頻器材，非經核准，公

司、商號或使用者均不得擅自變更頻率、加大功率或變更原設計之特性及功能。低功率射頻器材

之使用不得影響飛航安全及干擾合法通信；經發現有干擾現象時，應立即停用，並改善至無干擾

時方得繼續使用。前述合法通信，指依電信管理法規定作業之無線電通信。低功率射頻器材須忍

受合法通信或工業、科學及醫療用電波輻射性電機設備之干擾。應避免影響附近雷達系統之操

作。

日本語翻訳

NCCの許可なく、会社、企業、またはユーザーは、承認された低電力無線周波数デバイスの
周波数を変更したり、送信電力を高めたり、元の特性や性能を変更したりすることはできませ

ん。低電力無線周波数デバイスは、航空機のセキュリティに影響を与えたり、合法的な通信を

妨げてはなりません。見つけた場合、干渉がなくなるまで、ユーザーは直ちに操作を中止する

ものとします。前述の合法的通信とは、電気通信管理法に準拠して無線通信が運用されている

ことを意味します。低電力無線周波数デバイスは、合法的な通信または ISM電波放射デバイ
スからの干渉を受けやすくする必要があります。

レーダーシステムの近くの操作に影響を与えてはなりません。

このセクションには、ブラジルでの Cisco Catalystアクセスポイントの動作に関する特別な情
報が含まれています。
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認証番号アクセスポイントモ

デル

CCAF25LP0080T2CW9172I

ブラジルにおけるCisco Catalystアクセスポイントの使用
図 3 :ブラジル規制情報

このセクションには、ブラジルでの Cisco Catalystアクセスポイントの動作に関する特別な情
報が含まれています。

ポルトガル語

Este equipamento não tem direito à proteção contra interferência prejudicial e não pode causar interferência
em sistemas devidamente autorizados.

英語

This equipment is not entitled to the protection from harmful interference and may not cause interference
with duly authorized systems.

equipamento Wi-Fi 7

O uso deste equipamento é restrito a ambientes fechados e proibido em plataformas petrolíferas, carros,
trens, embarcações e no interior de aeronaves abaixo de 3.048 m (10.000 pés).

Wi-Fi 7デバイス

屋内専用。石油プラットフォーム、車、列車、船舶、および航空機（10,000フィート以上を飛
行する大型航空機は除く）での使用は禁止されています。

RF被曝に関する適合宣言
ここでは、RF被曝のガイドラインへのコンプライアンスに関する情報が含まれます。

RF被曝の概要
シスコ製品は、無線周波数の人体暴露に関する次の国内および国際規格に準拠するように設計

されています。
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• US 47米国連邦規則パート 2サブパート J

•米国規格協会（ANSI）/ Institute of Electrical and Electronic Engineers / IEEE C 95.1（99）

•国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）98

•保健省（カナダ）安全規定 6。3 kHzから 300 GHzの範囲での無線周波数フィールドへの
人体暴露の制限

•オーストラリアの放射線防護規格

国内および国際的なさまざまな電磁場（EMF）規格に準拠するには、シスコが承認したアンテ
ナとアクセサリのみを使用してシステムを操作する必要があります。

このデバイスの、電波への暴露の国際的ガイドラインへの準拠

Cisco CW9172Iデバイスには、無線送信機と受信機が含まれます。このデバイスは、国際的な
ガイドラインで推奨されている電波（無線周波数電磁場）への暴露制限を超えないように設計

されています。ガイドラインは独立した科学的組織（ICNIRP）によって開発されており、年
齢や健康状態に関係なくすべての人の安全性を確保するために、十分な安全マージンが含まれ

ています。

このため、システムは、エンドユーザーが直接アンテナに触れずに操作できるように設計され

ています。ユーザーまたはオペレータの全体的な暴露を減らすための規制のガイドラインに

従って、ユーザーからの最低距離を保ちながらアンテナを設置できるような場所に、システム

を配置することを推奨します。

分離の距離

20 cm（7.87インチ）

世界保健機関は、現在の科学情報が無線デバイスの使用に特別な注意を要求していないことを

示しています。世界保健機関の推奨によると、暴露をさらに低減することに関心がある場合

は、アンテナをユーザーから離れた方向に向けるか、推奨された距離よりも遠い場所にアンテ

ナを配置することによって、簡単に低減できます。

このデバイスの、電波への暴露の FCCガイドラインへの準拠
Cisco CW9172Iデバイスには、無線送信機と受信機が含まれます。このデバイスは、FCC Part
1.1310の電波（無線周波数電磁場）への暴露の制限を超えないように設計されています。ガイ
ドラインは、IEEE ANSI C 95.1（92）に基づいており、年齢や健康状態に関係なくすべての人
の安全性を確保するために、十分な安全マージンが含まれています。

このため、システムは、エンドユーザーが直接アンテナに触れずに操作できるように設計され

ています。ユーザーまたはオペレータの全体的な暴露を減らすための規制のガイドラインに

従って、ユーザーからの最低距離を保ちながらアンテナを設置できるような場所に、システム

を配置することを推奨します。
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デバイスには、無線機認証プロセスの一部としてテストが実施され、該当する規制への準拠が

確認されています。

米国の食品医薬品局は、現在の科学情報が無線デバイスの使用に特別な注意を要求していない

ことを示しています。FCCの推奨によると、暴露をさらに低減することに関心がある場合は、
アンテナをユーザーから離れた方向に向けるか、推奨された距離よりも遠い場所にアンテナを

配置するか、送信機の出力を低下させることによって、簡単に低減できます。

このデバイスの、電波への暴露に対するカナダ産業省のガイドライン

への準拠

Cisco CW9172Iデバイスには、無線送信機と受信機が含まれます。このデバイスは、カナダの
保健安全規定コード6の電波（無線周波数電磁場）への暴露の制限を超えないように設計され
ています。ガイドラインには、年齢や健康状態に関係なくすべての人の安全性を確保するため

に、制限に十分な安全マージンが含まれています。

このため、システムは、エンドユーザーが直接アンテナに触れずに操作できるように設計され

ています。ユーザーまたはオペレータの全体的な暴露を減らすための規制のガイドラインに

従って、ユーザーからの最低距離を保ちながらアンテナを設置できるような場所に、システム

を配置することを推奨します。

表 5 :分離の距離

距離周波数

20 cm（7.87インチ）2.4 GHz

5 GHz

6 GHz

カナダの保健省は、現在の科学情報が無線デバイスの使用に特別な注意を要求していないこと

を示しています。推奨によると、暴露をさらに低減することに関心がある場合は、アンテナを

ユーザーから離れた方向に向けるか、推奨された距離よりも遠い場所にアンテナを配置する

か、送信機の出力を低下させることによって、簡単に低減できます。

Cet appareil est conforme aux directives internationales en matière d'exposition aux fréquences
radioélectriques

Cet appareil de la gamme Cisco CW9172I comprend un émetteur-récepteur radio. Il a été conçu de manière
à respecter les limites en matière d'exposition aux fréquences radioélectriques (champs électromagnétiques
de fréquence radio), recommandées dans le code de sécurité 6 de Santé Canada. Ces directives intègrent
une marge de sécurité importante destinée à assurer la sécurité de tous, indépendamment de l'âge et de la
santé.

Par conséquent, les systèmes sont conçus pour être exploités en évitant que l'utilisateur n'entre en contact
avec les antennes. Il est recommandé de poser le système là où les antennes sont à une distance minimale
telle que précisée par l'utilisateur conformément aux directives réglementaires qui sont conçues pour
réduire l'exposition générale de l'utilisateur ou de l'opérateur.
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適合宣言および規制に関する情報

このデバイスの、電波への暴露に対するカナダ産業省のガイドラインへの準拠



表 6 : Distance d'éloignement

距離Fréquence

20 cm（7.87インチ）2.4 GHz

5 GHz

6 GHz

Santé Canada affirme que la littérature scientifique actuelle n'indique pas qu'il faille prendre des précautions
particulières lors de l'utilisation d'un appareil sans fil. Si vous voulez réduire votre exposition encore
davantage, selon l'agence, vous pouvez facilement le faire en réorientant les antennes afin qu'elles soient
dirigées à l'écart de l'utilisateur, en les plaçant à une distance d'éloignement supérieure à celle recommandée
ou en réduisant la puissance de sortie de l'émetteur.

RF被曝に関する追加情報
次のリンクからこの問題の詳細情報を参照できます。

•シスコのスペクトラム拡散方式およびRFの安全性に関するホワイトペーパーを次のURL
で参照できます。

http://www.cisco.com/warp/public/cc/pd/witc/ao340ap/prodlit/rfhr_wi.htm

• FCC情報 56：無線周波数電磁場の生物学的影響および潜在的な危険に関する質問と回答

• FCC情報 65：無線周波数電磁場に対する人体暴露の FCCガイドラインとのコンプライア
ンスの評価

次の組織から追加情報を入手できます。

•非イオン化の放射線防護に関する世界保健機関の内部委員会

•英国 National Radiological Protection Board

• Cellular Telecommunications Associationの URL：

https://www.ctia.org

•モバイル &ワイヤレスフォーラムの URL：

https://www.mwfai.org

適合宣言
この製品に関するすべての適合宣言は、次のサイトに掲載されています。 https://pas.cisco.com/
pdtcnc/#/
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付録 A
送信電力と受信感度の値

表 7 :送信電力と受信感度の値

2.4 GHz無線5 GHz無線5 GHz XOR無線6 GHz無線

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

アク

ティブ

なアン

テナ数

空間ス

トリー

ム

802.11/11b

-10323––––––411 Mbps

-9523––––––4111 Mbps

802.11a/g

-9823-9423-9923––416 Mbps

-9022-8722-9023––4124 Mbps

-8220-7620-8221––4154 Mbps

802.11n HT20

-9823-9423-9823––41MCS0

-8821-8421-8822––41MCS4

-8119-7719-8020––41MCS7

-9623-9223-9723––42MCS8

-8521-8121-8522––42MCS12

-7819-7519-7820––42MCS15

-9523-9123-9523––43MCS16

-8421-8021-8422––43MCS20
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2.4 GHz無線5 GHz無線5 GHz XOR無線6 GHz無線

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

アク

ティブ

なアン

テナ数

空間ス

トリー

ム

-7719-7319-7620––43MCS23

-9423-9023-9423––44MCS24

-8221-7921-8222––44MCS28

-7519-7219-7520––44MCS31

802.11n HT40

––-9223-9523––41MCS0

––-8222-8522––41MCS4

––-7519-7820––41MCS7

––-9123-9323––42MCS8

––-7922-8222––42MCS12

––-7319-7520––42MCS15

––-8923-9223––43MCS16

––-7822-8122––43MCS20

––-7119-7420––43MCS23

––-8823-9123––44MCS24

––-7722-7822––44MCS28

––-7019-7220––44MCS31

802.11ac VHT20

––-9423-9823––41MCS0

––-8521-8922––41MCS4

––-7819-8220––41MCS7

––-7318-7719––41MCS8

––––––––41MCS9

––-9223-9623––42MCS0

––-8121-8522––42MCS4
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送信電力と受信感度の値

送信電力と受信感度の値



2.4 GHz無線5 GHz無線5 GHz XOR無線6 GHz無線

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

アク

ティブ

なアン

テナ数

空間ス

トリー

ム

––-7419-7820––42MCS7

––-7118-7419––42MCS8

––––––––42MCS9

––-9123-9423––43MCS0

––-8021-8422––43MCS4

––-7319-7720––43MCS7

––-6918-7319––43MCS8

––––––––43MCS9

––-9023-9323––44MCS0

––-7921-8222––44MCS4

––-7219-7520––44MCS7

––-6818-7119––44MCS8

––––––––44MCS9

802.11ac VHT40

––-9223-9523––41MCS0

––-8222-8622––41MCS4

––-7519-7920––41MCS7

––-7118-7419––41MCS8

––-7018-7319––41MCS9

––-9023-9323––42MCS0

––-7922-8222––42MCS4

––-7219-7520––42MCS7

––-6918-7219––42MCS8

––-6718-7019––42MCS9

––-8923-9123––43MCS0
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送信電力と受信感度の値



2.4 GHz無線5 GHz無線5 GHz XOR無線6 GHz無線

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

アク

ティブ

なアン

テナ数

空間ス

トリー

ム

––-7722-8022––43MCS4

––-7119-7320––43MCS7

––-6718-7019––43MCS8

––-6518-6819––43MCS9

––-8823-9023––44MCS0

––-7622-7922––44MCS4

––-7019-7320––44MCS7

––-6618-6919––44MCS8

––-6318-6719––44MCS9

802.11ac VHT80

––-8923-9223––41MCS0

––-8022-8222––41MCS4

––-7219-7520––41MCS7

––-6718-7119––41MCS8

––-6618-6919––41MCS9

––-8723-9023––42MCS0

––-7622-7922––42MCS4

––-6919-7120––42MCS7

––-6518-6819––42MCS8

––-6318-6619––42MCS9

––-8623-8823––43MCS0

––-7422-7722––43MCS4

––-6719-7020––43MCS7

––-6318-6719––43MCS8

––-6118-6519––43MCS9
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送信電力と受信感度の値

送信電力と受信感度の値



2.4 GHz無線5 GHz無線5 GHz XOR無線6 GHz無線

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

アク

ティブ

なアン

テナ数

空間ス

トリー

ム

––-8523-8723––44MCS0

––-7322-7622––44MCS4

––-6619-6920––44MCS7

––-6218-6619––44MCS8

––-6018-6419––44MCS9

802.11ac VHT160

––-8220-8823––41MCS0

––-7119-7922––41MCS4

––-6316-7220––41MCS7

––-5915-6819––41MCS8

––-5715-6619––41MCS9

––-8220-8723––42MCS0

––-7019-7522––42MCS4

––-6316-6820––42MCS7

––-6015-6519––42MCS8

––-5715-6319––42MCS9

––––-8523––43MCS0

––––-7422––43MCS4

––––-6720––43MCS7

––––-6319––43MCS8

––––-6219––43MCS9

––––-8423––44MCS0

––––-7322––44MCS4

––––-6620––44MCS7

––––-6219––44MCS8
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送信電力と受信感度の値



2.4 GHz無線5 GHz無線5 GHz XOR無線6 GHz無線

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

アク

ティブ

なアン

テナ数

空間ス

トリー

ム

––––-6019––44MCS9

802.11ax HE20

-9823-9523-9823-962341MCS0

-8821-8521-8922-872241MCS4

-8119-7819-8120-801941MCS7

-7718-7318-7719-771841MCS8

-7518-7217-7619-751841MCS9

-7117-6817-7318-711741MCS10

-7017-6617-7118-701741MCS11

-9623-9323-9623-952342MCS0

-8521-8121-8522-842242MCS4

-7819-7419-7820-771942MCS7

-7418-7118-7519-741842MCS8

-7318-6917-7319-721842MCS9

-6917-6617-7018-691742MCS10

-6717-6017-6818-671742MCS11

-9523-9223-9523-942343MCS0

-8321-8021-8322-822243MCS4

-7619-7319-7720-751943MCS7

-7318-6918-7419-721843MCS8

-7118-6517-7219-701843MCS9

-6717-6217-6818-671743MCS10

-6517-5917-6618-651743MCS11

-9423-9123-9423-932344MCS0

-8221-7921-8322-812244MCS4
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2.4 GHz無線5 GHz無線5 GHz XOR無線6 GHz無線

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

アク

ティブ

なアン

テナ数

空間ス

トリー

ム

-7519-7219-7720-751944MCS7

-7118-6818-7319-711844MCS8

-6918-6517-7019-691844MCS9

-6717-6317-6818-671744MCS10

-6517-6017-6618-641744MCS11

802.11ax HE40

––-9223-9423-932341MCS0

––-8322-8622-842241MCS4

––-7519-7820-771941MCS7

––-7118-7519-731841MCS8

––-7018-7319-721841MCS9

––-6617-7018-691741MCS10

––-6217-6718-661741MCS11

––-9123-9423-922342MCS0

––-7922-8222-812242MCS4

––-7319-7620-741942MCS7

––-6918-7219-711842MCS8

––-6718-7019-691842MCS9

––-6217-6718-661742MCS10

––-6017-6518-641742MCS11

––-8923-9223-912343MCS0

––-7822-8122-792243MCS4

––-7019-7320-721943MCS7

––-6718-7019-691843MCS8

––-6018-6819-671843MCS9
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2.4 GHz無線5 GHz無線5 GHz XOR無線6 GHz無線

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

アク

ティブ

なアン

テナ数

空間ス

トリー

ム

––-6017-6518-641743MCS10

––-5617-6318-611743MCS11

––-8823-9123-902344MCS0

––-7622-7922-782244MCS4

––-6919-7220-711944MCS7

––-6618-6919-681844MCS8

––-6318-6719-661844MCS9

––-5717-6418-631744MCS10

––-5417-6218-601744MCS11

802.11ax HE80

––-8923-9123-902341MCS0

––-8022-8322-822241MCS4

––-7319-7520-741941MCS7

––-6918-7219-711841MCS8

––-6718-7019-691841MCS9

––-6417-6718-661741MCS10

––-6117-6518-641741MCS11

––-8823-9123-892342MCS0

––-7722-8022-792242MCS4

––-7019-7320-721942MCS7

––-6518-6919-681842MCS8

––-6418-6719-661842MCS9

––-6017-6418-631742MCS10

––-5817-6218-611742MCS11

––-8623-8923-882343MCS0
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2.4 GHz無線5 GHz無線5 GHz XOR無線6 GHz無線

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

アク

ティブ

なアン

テナ数

空間ス

トリー

ム

––-7522-7822-772243MCS4

––-6719-7120-701943MCS7

––-6418-6719-661843MCS8

––-6218-6519-641843MCS9

––-5917-6218-611743MCS10

––-5617-6018-591743MCS11

––-8523-8823-872344MCS0

––-7322-7622-752244MCS4

––-6619-7020-691944MCS7

––-6318-6619-651844MCS8

––-6118-6419-631844MCS9

––-5717-6118-601744MCS10

––-5517-5918-581744MCS11

802.11ax HE160

––-8320-8823-882341MCS0

––-7119-8022-792241MCS4

––-6416-7320-721941MCS7

––-6115-6919-681841MCS8

––-5915-6719-661841MCS9

––-5514-6318-631741MCS10

––-5314-6118-611741MCS11

––-8320-8823-872342MCS0

––-7219-7722-772242MCS4

––-76416-7020-691942MCS7

––-6115-6619-651842MCS8
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2.4 GHz無線5 GHz無線5 GHz XOR無線6 GHz無線

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

受信感

度

（dBm）

送信パ

ワー合

計

（dBm）

アク

ティブ

なアン

テナ数

空間ス

トリー

ム

––-5915-6419-631842MCS9

––-5514-6018-601742MCS10

––-5314-5818-571742MCS11

––––-8623-852343MCS0

––––-7522-742243MCS4

––––-6720-671943MCS7

––––-6419-641843MCS8

––––-6219-621843MCS9

––––-5918-581743MCS10

––––-5618-561743MCS11

––––-8523-842344MCS0

––––-7422-732244MCS4

––––-6620-661944MCS7

––––-6319-621844MCS8

––––-6119-611844MCS9

––––-5718-561744MCS10

––––-5518-541744MCS11
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


